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i モードの時代は終わった！？ 
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i モードからの撤退が続出 

携帯電話でのインターネットの利用は、

日本では 1999 年に始まった。この年に、

NTT ドコモは i モードのサービスを開始

し、国内での普及を図るとともに、海外

展開に努めてきた。その結果、海外のか

なりの通信事業者も i モードのサービス

を始めた。しかし、2007 年 7 月に、オラ

ンダの KPN(*)、イギリスの O2、オースト

ラリアのテルストラが i モードから撤退

し、ドイツの E-プルスも 2008 年 4 月に

サービスを打ち切った。 
その背景には、アップルの iPhone が

2007 年 1 月に発表され、同年 7 月から出

荷されたことが大きく影響したと思われ

る。iPhone は携帯電話でのインターネッ

トの使い方に変革をもたらし、2009 年 3
月までの 2 年弱で 2,100 万台出荷したと

いう。では、これは i モードとどう違うの

だろうか？ 
ウェブの閲覧を中心に見てみよう。 
 

i モード vs. iPhone 
i モードのウェブはいわゆる「公式サイ

ト」が中心である。これはドコモの管理

下にあり、そのサーバはドコモのネット

ワーク内にあって、インターネットから

はアクセスできない。ドコモの携帯電話

からは、このほかにインターネット上に

ある「勝手サイト」もアクセスできる。

一方、iPhone には公式サイトのようなも

のはなく、パソコン用のサイトをすべて

閲覧できる。現在は映像の視聴などに制

約があるが、将来的にはもっと多くのも

のが閲覧できる方向を目指していると思

われる。 
そのため、画面の操作方法にも両者に

大きな違いがある。 
i モードはおなじみの十字ボタンや数

字ボタンで操作するが、パソコン用の大

きいウェブページの閲覧にはこれでは不

便だ。そのため iPhone の画面はタッチス

クリーンになっていて、指で画面に触れ

て上下左右に自由にスクロールできる。

また、画面を 2 本の指でつまんで広げた

り狭めたりすることによって画面の拡

大・縮小ができる。 
iPhoneには物理的なキーボードはなく、

文字入力には画面上のキーボードを使う。

しかし、キーボードでの文字入力は携帯

端末の最大の難点なので、iPhone の新機

種は音声入力に力を入れている。名前か

電話番号を言えば電話をかけられ、演奏

者名を言えば音楽の再生ができる。ウェ

ブで閲覧できる iPhone のデモのような

音声認識能力があれば、文字入力の必要

頻度は相当減るだろう。現在、復唱する

音声の品質は、英語はともかく日本語は

お粗末だが、アップルは今後これらの問

題を改善し、音声入力の適用範囲を拡大

することに力を注ぐものと思われる。 
ビジネス面での違いはどうだろうか？ 
i モードでは、有料の公式サイトについ

てはドコモが情報料の回収を代行し、そ

の手数料を取る。一方 iPhone では、サイ

トを有料にするか無料にするか、広告を

掲載するか否かはサイト運営者の自由だ。 
また、i モードには携帯端末上のソフト

を他社に自由に開発させるという考えは

ないが、iPhone ではこれができる。ただ
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し、その配布にはアップルの承認が必要

で、配布はアップルが運営するサイト経

由に限られる。すでに 6 万 5,000 本以上

のソフトが登録されていて、iPod touch
と合わせて 15 億件以上ダウンロードさ

れたという。 
このように iPhone はパソコン用ウェ

ブの世界の一端末という位置づけである。

では、i モードは最初から道を誤ったのだ

ろうか？ 
 

i モードが道を切り開いたが・・・ 
携帯電話によるインターネットの利用

のため、1998 年に WAP 1.0 という規格

が制定された。しかしその規格は、通信

手順もウェブ記述言語も、インターネッ

トと大きく異なっていた。 
1999 年にサービスを開始した i モード

は本規格を採用せず、インターネットに

より近い仕様を採用した。そしてドコモ

は、2001 年にサービスを開始した第 3 世

代では、さらにインターネットに近い仕

様を取り入れた。また、ドコモの働きか

けによって、2002 年に制定された WAP 
2.0 にはこの仕様が取り入れられた。 
こういう経緯を踏まえて 2007 年に

iPhone が登場した。この一連の流れは携

帯電話独自の世界から標準のインターネ

ットとの統合へと向かうもので、かつて

はドコモがリードしていた。 

この流れの背景にあるのは、この 10 年

間のハードウェアの飛躍的進歩だ。通信

速度は数十 kbpsから数Mbpsと 2桁速く

なり、フラッシュメモリの価格は 1/100
以下に下がった。10 年前に携帯電話でイ

ンターネットのようなことをするには、

通信規格を簡易化し、ソフトを軽くせざ

るを得なかった。しかし、この間のハー

ドウェアの進歩で、仕様を簡易化してコ

ストを下げるよりも、インターネットと

同じ仕様にして利便性を向上させる方が

得策になった。その結果携帯電話は、パ

ソコン、ネットブック、ビデオゲーム機、

カーナビなど、数あるインターネット端

末の一つになりつつある。 
ドコモはかつてこの流れの先頭を走っ

ていた。しかし、IT ビジネスの競走では

初めからゴールが決まっているわけでは

ない。大集団が目指すところがゴールに

なる。トップを走っているつもりでも、

振り返ったら誰もついて来なくなってい

ることもある。したがって、トップラン

ナーは後続集団が向かう方向に常に注意

を払う必要がある。これはドコモに限ら

ず、ドコモを目標に走っている者、そし

て KDDI など全世界の WAP 系の走者に

ついても同じである。 
 
(*) 誤記修正 (14/6/22) 

 


